
～若者・青年と共に生きる

（居場所）若者・青年のグループ～

⑪特別テーマ

いじめ・自殺を考える ―子どもの最善の利益を―

🔷コーディネーター：池上正樹さん フリージャーナリスト・NPO法人KHJ親の会理事

◆共同研究者：内田良子さん 心理カウンセラー（今回県のつどい全体会の講師をされます）

（パネリスト）

市田恒明さん 長崎県教育庁児童生徒支援課 児童・支援班 参事

御所彩菜さん 長崎県福祉保健部障害福祉課

坂本文生さん 長崎新聞社報道部次長

武原由里子さん 壱岐市市議会議員、CONNETひまわり代表

鍵本妙子さん NPO法人対馬郷宿理事（事務局）

中村結花さん NPO法人長崎県子ども劇場連絡会常務理事（事務局長）

ＮPO法人子どもの権利オンブズパーソンながさき理事

近年、子どもや若者、大人たちの生きづらさが叫ばれ、貧困や社会的孤立、コミュニケーション不足など

厳しい状況が続いています。県内において成人の自殺者は減ったものの、19歳までの世代は増加し、この

世代の自殺者数は、ここ数年横ばい状態です。子どもたちが未来に夢を持ち生きていける、そんな環境を

どうつくるか！！「未来は現在の中にある」会場のみなさんと一緒に語り合ってゆきましょう。

⑩中高生・若者・ひきこもりの当事者が集う場

◆コーディネーター：春日井敏之さん

立命館大学大学院教授

登校拒否・不登校全国のつどいin京都実行委員長

登校拒否・不登校・ひきこもり若者の当事者たちがつどい交流できる居場所です。話をしたくなかったら、黙っ

て聞いているだけで大丈夫です。共感できる仲間と出会い、そして語り合いましょう。


